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千葉県 

・千葉県立君津特別支援学校（知的） 

・千葉県立夷隅特別支援学校（知的） 

 

1-1. 研究の目的 

 千葉県では、研究協力校 2 校で異なる研究テーマや目的を設定し、実践研究に取り組ん

だ。まず、千葉県立君津特別支援学校（以下、「君津」）では、知的障害のある児童生徒への

学習評価について、現行の特別支援学校学習指導要領に基づき、教育課程を編成して、一人

一人に個別の指導計画を作成し、目標、手立てに照らし合わせた評価を実施している。各教

科等を合わせた指導の評価については、児童生徒の意欲や態度により判断する部分が多く、

各教科等の内容に基づいているにもかかわらず、「何を学習し、何ができるようになったの

か」という説明が十分とはいえない状況にあり、各教科等の目標に準拠した評価の観点によ

る学習評価を行うことが課題となっている。 

これらのことを踏まえ、「君津」では各教科等を合わせた指導について、各教科等の内容

や評価の観点の明確化を図り、効果的な指導方法について研究することとし、研究テーマを

「知的障害のある児童生徒の質の高い学びを実現するために必要な学習指導と評価の在り

方」と設定した。 

 千葉県立夷隅特別支援学校（以下、「夷隅」）では、これまでも特別支援学校においては、

キャリア教育の全体計画を作成して取り組んでいるところであるが、本研究を通して、各学

部内で指導する各教科間の関連性（各教科や領域等でキャリア教育と係わる主な事項を明

らかにするなど）や校内における各学部間のつながり、家庭や地域との連携の在り方等につ

いて、更に検討することが課題として明らかになった。 

 そこで、本研究では、キャリア教育に係わる各教科間の関連性や、校内における各学部間

のつながり、家庭・地域や産業現場との連携の在り方などについて検討し、小学部段階から

連続したキャリア教育を推進するための教育課程の編成や指導方法等を明らかにすること

を目的とした。 

 

研究協力校（課程又は障害種） 

 

研究の成果 

 観点１： 

各モデル事業内、及び近隣自治体間における概念（用語）の共通理解・合意形成 
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1-2. 校内研修による共通理解（「君津」） 

「君津」は大規模校ということもあり、平成 29 年度は研究を進めるにあたって教師間の

共通理解を図ることに着手した。 

校内研修では、筑波大学附属大塚特別支援学校 中村晋氏より「～各教科・領域を合わせ

た指導について～戦後の教育方法史から今日的課題まで」というテーマで「各教科等を合わ

せた指導の歴史と特徴」「各教科等を合わせた指導の課題」について、助言を受けた。また、

文部科学省初等中等教育局視学委員特別支援教育調査官（現神戸親和女子大学准教授） 武

富博文氏から、新学習指導要領の改訂のポイントについて助言を受けた。これらの研修によ

り、次年度行う研究への共通理解ができ、各教科等を合わせた指導における関連する各教科

等の内容を意識した授業づくりや児童生徒のつけたい力を観点とした学習評価に加え、単

元の評価（教師の評価）の必要性等、次年度の研究で目指すことが明確になった。 

 

1-3. 校務分掌の活用をはじめとした学校全体で共通理解を進める取り組み（「夷隅」） 

「夷隅」では、小学部から高等部までの

全教育課程を通して取り組むために校務

分掌の組織を活用した。分掌ごとにどの

ような学習活動が考えられるか、月 1 回

の校務分掌会議でアイデアを出し合っ

た。校務分掌会議を中心に検討を進めた

ことで、各学部の立場から意見交換をし、

教員一人一人がキャリア教育について考

える機会となった。また、生徒指導、保健

指導、給食指導等の指導部門のつながり

ができ、「なぜ、なんのために」が明確に

なるなど１本の柱ができた。 

校務分掌会議等で話し合った取組を

「キャリアの視点を取り入れた学習活動

の工夫」（資料 1）としてまとめ、小学部

から高等部までの各学齢期に応じた学習

活動を「各学部と連携・継続した支援」（資

料 2）として整理することができた。 

次年度以降の課題として、授業づくり

に焦点を当て、小学部、中学部、高等部の

つながりを意識しながら、各学部段階で

整理した学習内容を実践していくこと。実践する際には、平成 29 年度に作成した「各学部

と連携・継続した支援」を活用するとともに、児童性の子に応じたねらいや手立てを明確に

資料 1 キャリア教育の視点に立った 

学習内容の広がり 
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して取り組んでいくこと。さらに、授業を振り返り改善していくためのサイクルや児童生徒

それぞれの評価方法を検討し、キャリア発達を引き出すための授業が展開できるようにし

ていくことが挙げられた。 

このように、各校務分掌で検討した内容を教員間で共通理解し、学校全体で実施した。役

割をもって活動する取組を通して、自分から進んで活動する姿が見られたり、目的をもって

取り組む姿が見られたりした。 

 

 

 

2. 教育課程研究協議会の開催（「君津」） 

「君津」では、教育課程研究協議会を平成 30 年１月と３月に実施した。教育課程研究

協議会委員を校外から６名依嘱し、「君津」の研究について指導・助言を仰いだ。平成 30

年３月の教育課程研究協議会において、平成 29 年度の研究の成果と課題、平成 30 年度

の方向性について、評価を行い、平成 30 年度は学部のつながりを意識した取組へとつな

げた。 

 

観点２： 

教育課程・個別の指導計画の実施状況とその評価 

資料 2 各学部と連携・継続した支援（学習活動） 
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3-1. 評価の観点設定による目標の明確化・手立ての工夫（「君津」） 

 「君津」では、評価の観点を明確にする取組をした。中学部では、実態把握表（資料 3-

1）と評価規準表（資料 3-2）を作成した。評価の観点を「育成を目指す資質・能力の３

観点」とし、発達段階ごとに目標や内容を整理した。実態把握表や評価規準表で教師間の

共通理解が図られ、手立ての工夫について話し合ったり、授業改善につながったりした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点 3： 

個のニーズにあわせた指導法、学習環境・支援の工夫 

資料 3-1 実態把握表 

資料 3-2 評価規準表 
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3-2. 個に合わせた振り返り（「夷隅」） 

「夷隅」では、児童生徒自身がわかりやすい方法（実物、動画、写真、イラスト、ことば）

を用いて振り返り（評価）を行った。例えば、中学部の日常生活の指導「清掃検定」や小学

部の生活単元学習では、がんばったことについて文で記述するだけでなく、本人が実際に頑

張っている様子の写真を賞状やメダルに掲載し、児童生徒が自分の頑張りがわかるような

工夫をした。 

ことばで表現することが難しい児童生徒に対しては教員が言語化して返した。また、表出

が難しい児童生徒にはドロップスのイラストや、DropTalk・vocaco といったアプリを利

用した（資料 4）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載なし。 

 

5．評価規準やアセスメントシートを用いた複数の教員による評価（「君津」） 

「君津」では各教科や各教科等を合わせた指導において、育成を目指す資質・能力の 3 つ

の柱を評価の観点として評価表の作成に取り組んだ。チェック項目を作成することで、指導

内容や手立てが具体的になり、児童生徒の変容がわかるようになった。 

 

 

 

 

観点４： 

障害のない幼児児童生徒・地域社会との交流及び共同学習の設定 

観点５： 

多面的な視点からの学習評価・授業評価・学校評価の実施 

資料 4 イラストによる振り返り 


